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とっとり退職者連合

鳥取退職者連合は、１１月５日(水)、「2026年度社会保障制度等に関する

要請書」を鳥取県の平井伸治鳥取県知事に手交し、その回答内容について２月６日(金)、鳥取県の担当部

局と「意見交換会」を実施した。 

回答に対する意見交換内容（抜粋）は以下の通り。 

 
■ 鳥取・島根地震災害復旧について 

（災害対策危機管理部 防災・河川課） 

①１月６日に発生した「島根県東部の地震」の鳥取県西部地区の 

被災者支援と水道水の濁りについて早急に対応する。河川整 

備については国土交通省（下流）県河川整備につて整備していく。 

■ 介護・医療制度について （福祉保健部） 

② 「介護離職者 ゼロ」対策として、報酬月額の引き上げをした。 ケアマネジャーの不足については、高齢

化・資格更新等が原因で国も再検討をしているとのこと。訪問介護事業者廃業はないが人材不足である。 

③人口減少も課題としてあり、介護人材養成に努力していく。 

■ 風力発電について 

（生活環境部 環境立県推進課 脱炭素社会推進課） 

④中間山地に建設計画は、地域の同意が前提条件で 

ある。国に対して県としても意見要望していく。 

■ 地域公共交通の充実について  

（輝く鳥取創造本部 交通政策課） 

⑤基本的には社会的政策と考えている。高齢者等の 

交通弱者の移動手段の確保に向けて、利便性向上 

のため交通事業者・市町村と連携して支援を行う。 

■ 消費者行政の推進、関係機関の連携強化について （生活環境部 費生活センター） 

⑥高齢者を狙いとした詐欺行為に対して防止のため広報活動をしていく。 
■ 「鳥取県人権尊重社会づくり条例改正」について（地域社会振興部人権・同和対策課） 

⑦「インターネット上に差別行為に罰則が規定」された。県民に広く広報していく。 
 

 
 

■鳥取県と意見交換会を実施！■ 
鳥取退職者 

連合発 

－参加者－ 
◆鳥取退職者連合 
（副会長）    宮本秀美・中島ちから     （事務局長）西村一秋   
（幹 事）     西村典道・伊藤源蔵・板持 昶・吉田尚美・秋久正行・田中照幸・後藤 護  
（会計監査）  川下豊幸・寺谷昭人 
◆連合鳥取 （副事務局長）安藤光平 
◆鳥取県  各課課長他 ※順不同 

福祉保健部(ささえあい福祉局／長寿社会課、孤独・孤立対策課)(健康医療局／医療・保険課、医療政策課) 
輝く鳥取創造本部（交通政策課）  危機管理部（危険管理政策課、消防防災課） 県土整備部（河川課）  
生活環境部（環境立県推進課、脱炭素社会推進課、まちづくり課、くらしの安心局消費生活センター） 
農林水産部（森林・林業振興局／森林づくり推進課） 地域社会振興部（人権・同和対策課）  

開会のあいさつをする宮本副会長（写真左上） 

 
 
 
 
 

第４回ジェンダー平等学習会 
・日 時  2026年３月 10日(火)13時 30分～（２時間程度） 

・場 所  倉吉交流プラザ・第１研修室 

・内容（講演） テーマ／アンコンシャス・バイアス（無意識の偏見）など 

           講師／鳥取県男女協働未来創造センター「よりん彩」 
～お菓子を準備して、みなさんのご参加お待ちしています～ 

  ※組織を通じてご案内します 

2026春闘総決起集会 
・日 時  2026年２月 27日(金) 

18時 30分～ 
・場 所    ※デモ行進予定 
  東部地協／JR鳥取駅前風紋広場 
  中部地協／倉吉体育文化会館 
  西部地協／米子駅前だんだん広場 
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境港市議会議員選挙 結果 
２月１日投開票で実施された境港市議会議員選挙（定数 15）で、連合鳥取が 

推薦した 柊 康弘 候補者は当選されました。 

当選に向けてご尽力いただきましたみなさんに心より感謝申し上げます。 
 

（ ）は推薦依頼組織 （敬称略） 

当 選  柊
ひいらぎ

 康弘
やすひろ

（立憲民主党）  702 票（12位） 
 

連日のご健闘に心より敬意を表します。 

この度の衆議院選挙における取り組み、誠にありがとうございました。 

全国的な自民党躍進の波の中、鳥取県においても大変厳しい闘いとなり、 

連合鳥取の推薦候補である「やがわ ひろみ」さん(左)、「湯原 俊二」さん(右)、 

ともに誠に残念ながら議席を得ることができませんでした。 

今次選挙の総括は、最終的な分析を踏まえて行いますが、連合鳥取推薦候補の勝利に向け、昼夜を問わ 

ず献身的に取り組んでいただいたみなさまの多大なるご尽力とご奮闘に対し心から感謝申し上げます。  

 鳥取退職者連合 会長 山田 敏明   連合鳥取 会長 北畑 仁史 

 

 

 

 

 
 

 ☆ 「参考資料」として 日本退職者連合発信の「第 51回衆議院選挙結果についての談話」を 

   添付します。 

 

＆ 
 

■第 51回衆議院議員選挙 
みなさんのご尽力に感謝します！■ 

【鳥取 1区】  投票率 46.05% 

当選 石破 茂（自民・前）   66,146票 

   やがわ ひろみ（国民・新）  13,364票 

   豊 哲也（参政・新）   11,734票 

   塚田成幸（共産・新）    6,768票 

【鳥取２区】  投票率 49.29% 

当選 赤沢亮正（自民・前） 67,736票 

   湯原 俊二（中道・元） 36,132票 

   福住英行（共産・新）  4,862票 

■2026年社会保障制度に関する 
要望を提出■ 

中部地区協議会は、1月 28日(水)、倉吉市役所第二庁舎において、「2026 

年社会保障制度に関する要望書」を倉吉市長あてに提出した。 

倉吉市側は、市長が所用のため、加藤礼二副市長に提出した。 

退職者連合側は、宮本秀美会長・山部秀樹副会長・平田義人事務局長に加え、 

福井康夫市議会議員に同席いただいた。 

 

加藤副市長は、倉吉市は人口 3万から 5万人規模の全国の 

市の中で暮らしやすさが上位を示した結果等をもとに、「倉吉市に移住された 30代から 40代の方が

353人となった」 などと近況を話された。また、「退職者連合の掲げる『医療・年金・介護』及び『地域交

通』 の課題は重要事項であり、今後 40%代となる 65歳以上の高齢化率に向け、必要な対策を講じて

いきたい」とも話された。                

  （寄稿 中部地区協議会 平田義人 事務局長） 

中部地区協発 

加藤副市長に要請書を手交する宮本会長（右） 

■ありがとうございました■ 


